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は
じ
め
に
　
院
（
上
皇
・
法
皇
）
の
意
志
を
奉
者
一
名
が
奉
っ
て
作
成
さ
れ
る
院
宣
は
、
院
の
意
向
を
直
截
反
映
し
た
文
書
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多
く
の
院
政
研
究
の
分
析
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
研
究
方
法
の
有
効
性
自
体
に
は
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
と
し
て
残
さ
れ
た
院
宣
は
、
公
験
と
し
て
の
有
効
性
を
前
提
と
し
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
た
が
故
に
、
今
な
お
現
存
し
て
い
る
側
面
も
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
の
対
象
た
る
院
宣
と
は
異
な
る
が
、
上
杉
和
彦
氏
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
所
収
の
宣
旨
に
つ
い
て
、
古
文
書
学
上
の
定
型
様
式
と
は
異
な
る
も
の
に
疑
義
を
呈
す
る
先
行
研
究
の
あ
り
か
た
を
批
判
的
に
再
検
討
し
、「
こ
れ
ら
の
「
様
式
」
か
ら
の
乖
離
は
、
延
慶
本
の
編
者
が
、
文
書
の
出
典
を
古
記
録
（
日
記
）
に
求
め
た
と
い
う
事
情
か
ら
説
明
し
う
る
」
と
し
た
上
で
、
次
の
提
言
を
行
っ
て
い
る（1）。
歴
史
学
及
び
古
文
書
学
は
、
長
く
寺
社
や
貴
族
の
末
流
の
家
等
に
伝
来
し
た
文
書
群
を
珍
重
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
具
体
例
を
元
に
し
た
文
書
様
式
論
を
堅
持
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
文
書
様
式
論
は
、
必
ず
し
も
文
書
の
作
成
・
伝
達
・
受
理
の
営
み
総
体
を
反
映
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
永
続
的
利
益
の
た
め
に
意
図
的
に
保
存
さ
れ
た
、
主
と
し
て
土
地
に
関
す
る
権
利
証
文
（
公
験
）
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
の
学
問
的
効
用
に
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
が
、
一
定
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
、
そ
の
影
響
は
様
々
な
形
で
表
れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た
宣
旨
に
つ
い
て
も
、
主
に
訴
訟
手
続
き
に
用
い
ら
れ
た
弁
官
方
宣
旨
、
主
に
人
事
に
関
わ
る
外
記
方
宣
旨
が
、
伝
存
す
る
宣
旨
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
た
め
に
、
宣
旨
は
あ
た
か
も
こ
の
二
つ
し
か
な
い
か
の
ご
と
き
印
象
〈
共
同
研
究
報
告
〉
日
記
の
総
合
的
研
究
日
記
に
見
え
る
院
宣
に
つ
い
て
下　
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を
与
え
る
様
式
論
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
　
そ
れ
で
は
、「
伝
来
し
た
文
書
群
を
珍
重
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
具
体
例
を
元
に
」
成
立
し
た
院
宣
様
式
論
は
、
本
共
同
研
究
の
対
象
た
る
日
記
か
ら
と
ら
え
な
お
す
と
、
い
か
な
る
姿
を
見
い
だ
せ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
上
杉
氏
の
提
言
を
継
承
す
る
立
場
か
ら
、
日
記
を
通
し
て
院
宣
を
再
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
一　
院
宣
研
究
史
　
院
宣
に
つ
い
て
、
筆
者
が
座
右
の
書
と
し
て
院
生
の
頃
か
ら
使
用
し
続
け
て
い
る
、
佐
藤
進
一
氏
『
古
文
書
学
入
門（2）』
を
開
く
と
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
上
皇
、
法
皇
に
近
侍
す
る
院
の
役
人
＝
院
司
が
上
皇
、
法
皇
の
意
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
出
す
文
書
で
あ
っ
て
、（
中
略
）
院
宣
は
「
依
院
御
気
色
…
…
」
と
か
「
依
院
宣
…
…
」
と
か
「
院
宣
如
此
」「
院
宣
所
候
也
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
文
書
が
院
宣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
時
に
は
た
だ
「
依
御
気
色
…
…
」「
御
気
色
所
候
也
」
と
だ
け
あ
っ
て
、
何
人
の
意
を
奉
じ
た
も
の
か
判
別
し
難
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
奉
行
の
地
位
資
格
な
ど
を
調
べ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
書
が
院
宣
か
、
綸
旨
か
、
あ
る
い
は
ま
た
摂
関
家
の
御
教
書
か
な
ど
を
判
別
す
る
わ
け
で
あ
る
。（
後
略
）
　
同
書
は
一
九
九
七
年
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
が（3）、
引
用
部
分
は
一
字
一
句
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
院
宣
は
院
司
が
院
の
意
向
を
奉
じ
て
発
給
す
る
文
書
で
あ
り
、
②
書
留
文
言
は
「
院
御
気
色
」
や
「
院
宣
」
な
ど
、
院
の
仰
せ
で
あ
る
旨
を
明
記
し
た
も
の
が
多
い
。
③
し
か
し
な
が
ら
、
単
に
「
御
気
色
」
と
の
み
し
か
記
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
奉
者
が
院
司
で
あ
る
か
否
か
を
調
べ
る
こ
と
で
判
断
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
そ
の
他
、
相
田
二
郎
氏
『
日
本
の
古
文
書（4）』
に
お
い
て
も
「
院
宣
は
（
中
略
）
院
司
が
奉
じ
て
発
す
る
奉
書
の
一
種
」
と
さ
れ
、
鈴
木
茂
男
氏
執
筆
『
国
史
大
辞
典
』「
院
宣（5）」
で
は
「
上
皇
の
意
を
体
し
た
院
司
が
奉
者
と
な
っ
て
発
給
す
る
奉
書
形
式
の
文
書
。（
中
略
）
書
止
め
は
種
類
が
多
い
が
「
院
宣
如
此
。
悉
之
。
以
状
」「
院
御
気
色
所
候
也
。
仍
執
達
如
件
」
な
ど
が
り
、
さ
ら
に
続
け
て
「
恐
々
謹
言
」
な
ど
書
状
風
の
書
止
め
文
言
を
加
え
る
場
合
も
あ
る
。
（
後
略
）」
な
ど
ほ
ぼ
一
貫
し
て
お
り
、
い
す
れ
も
院
宣
は
院
司
が
発
給
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
そ
の
後
の
院
政
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て
揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
変
化
の
起
点
と
な
っ
た
研
究
と
し
て
、
富
田
正
弘
氏
「
公
家
政
治
文
書
の
発
給
過
程
と
系
譜
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（6）。
院
政
下
に
お
け
る
政
務
処
理
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
鎌
倉
中
期
、
後
嵯
峨
院
政
以
降
の
院
宣
の
奉
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
富
田
氏
は
、
院
政
下
政
務
執
行
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
伝
奏
と
担
当
奉
行
と
を
挙
げ
、「
伝
奏
は
院
に
奏
事
を
取
り
次
ぎ
、
院
の
仰
せ
を
担
当
奉
行
に
伝
え
る
」。「
奉
行
は
奏
事
事
項
を
分
担
し
て
関
係
者
か
ら
の
訴
訟
を
受
け
付
け
、
ま
た
院
宣
の
執
筆
・
執
行
に
あ
日記に見える院宣について
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た
っ
た
。
奉
行
と
は
、
院
の
宣
を
奉
り
執
行
す
る
か
ら
奉
行
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
院
宣
の
奉
者
を
院
司
・
院
伝
奏
か
ら
引
き
離
し
、
担
当
奉
行
制
に
引
き
つ
け
て
論
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る（7）。
　
そ
の
後
の
研
究
は
、
富
田
氏
の
所
論
を
一
方
で
時
代
を
遡
及
さ
せ
つ
つ
、
他
方
で
担
当
奉
行
制
の
具
体
的
な
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
ず
美
川
圭
氏
は
「
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開（8）」
に
お
い
て
、
後
白
河
院
の
意
向
が
源
頼
朝
に
伝
達
さ
れ
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、『
吾
妻
鏡
』
所
収
院
宣
を
中
心
に
分
析
。
事
実
上
源
頼
朝
に
充
て
ら
れ
た
後
白
河
院
宣
は
、
藤
原
定
長
が
奉
者
と
な
っ
た
も
の
と
吉
田
経
房
が
奉
者
に
な
っ
た
も
の
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
こ
と
、
定
長
奉
院
宣
の
大
部
は
経
房
充
て
、
経
房
奉
院
宣
の
大
部
は
頼
朝
充
て
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
後
白
河
院
か
ら
頼
朝
へ
の
意
志
伝
達
ル
ー
ト
と
し
て
、
定
長
→
経
房
ル
ー
ト
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
前
者
を
院
伝
奏
が
奉
じ
た
も
の
、
後
者
を
関
東
申
次
が
奉
じ
た
も
の
と
さ
れ
た
。
　
次
に
井
原
今
朝
男
氏
は
、「
中
世
の
国
政
と
家
政
─
─
中
世
公
家
官
制
史
の
諸
問
題
─
─（9）」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
院
や
摂
関
家
は
権
門
で
あ
っ
た
か
ら
、
家
産
機
構
の
内
部
文
書
で
あ
る
家
政
文
書
と
し
て
の
（
殿
下
）
御
教
書
や
院
宣
を
発
す
る
時
は
、
院
司
や
家
司
が
そ
の
仰
せ
を
奉
じ
る
。
他
方
、
国
家
権
力
の
一
分
掌
を
果
た
す
た
め
に
国
政
文
書
と
し
て
の
院
宣
・
摂
政
御
教
書
を
発
す
る
場
合
に
は
職
事
弁
官
が
奉
行
し
た
。（
二
五
〇
頁
。
但
し
（　
）
内
は
筆
者
補
注
。）
　
本
稿
の
対
象
で
あ
る
院
宣
に
限
定
す
る
と
、
院
宣
に
は
院
司
が
発
給
す
る
家
産
機
構
の
内
部
文
書
と
、
職
事
弁
官
が
発
給
す
る
国
政
文
書
と
の
二
種
類
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
さ
ら
に
、
美
川
・
井
原
両
氏
が
指
摘
す
る
二
種
類
の
院
宣
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
た
白
根
靖
大
氏
は
、
院
宣
を
「
指
示
院
宣
」「
通
達
院
宣
」「
諮
問
院
宣
」
の
三
種
に
分
類
、
こ
の
中
「
指
示
院
宣
」「
通
達
院
宣
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る（10）。
指
示
院
宣
と
は
、
院
の
意
向
・
命
令
を
伝
え
る
た
め
の
文
書
と
い
え
る
。
伝
え
る
の
は
院
伝
奏
人
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
者
で
、
同
時
に
そ
の
人
物
が
院
宣
の
奉
者
に
な
る
。（
中
略
）
こ
れ
に
対
し
、
通
達
院
宣
は
、
宛
所
が
貴
族
に
し
ろ
寺
社
に
し
ろ
、
院
の
裁
許
・
決
定
が
直
接
も
た
ら
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
訴
訟
な
ら
裁
許
が
下
さ
れ
、
当
該
案
件
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
奉
じ
た
の
は
案
件
担
当
者
で
あ
り
、
同
じ
案
件
に
関
し
て
は
同
じ
人
物
が
引
き
続
き
奉
者
を
務
め
て
い
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
井
原
氏
の
指
摘
す
る
、
院
司
奉
院
宣
は
家
政
文
書
と
し
て
の
院
宣
で
は
な
く
、
院
伝
奏
（
院
司
）
の
奉
じ
た
国
政
文
書
と
し
て
の
「
指
示
院
宣
」
と
な
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
案
件
担
当
者
（
井
原
氏
の
い
う
職
事
弁
官
、
富
田
氏
の
い
う
担
当
奉
行
）
は
自
ら
の
「
通
知
文
書
」
す
な
わ
ち
添
状
を
認
め
、
指
示
院
宣
と
と
も
に
当
事
者
に
送
付
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伝
奏
か
ら
案
件
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担
当
者
へ
の
院
の
仰
せ
が
口
頭
伝
達
で
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
案
件
担
当
者
が
「
通
達
院
宣
」
を
発
給
、
こ
れ
の
み
を
当
事
者
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
る
。
美
川
氏
検
討
の
関
東
向
け
の
院
宣
の
場
合
は
、
院
伝
奏
（
定
長
）
奉
院
宣
が
「
指
示
院
宣
」、
関
東
申
次
（
経
房
）
奉
院
宣
が
「
通
達
院
宣
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
な
お
、
こ
の
「
案
件
担
当
者
」
に
つ
い
て
、
井
原
氏
は
弁
官
部
門
が
太
政
官
機
構
の
統
轄
を
脱
し
て
「
蔵
人
と
同
様
に
天
皇
・
院
に
直
属
す
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
蔵
人
と
弁
官
と
に
は
役
割
の
区
別
が
あ
り
、
蔵
人
は
天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
し
て
政
務
全
般
に
つ
い
て
奉
行
す
る
の
に
対
し
、
弁
官
は
太
政
官
機
構
の
実
務
官
と
し
て
官
方
公
事
の
み
を
担
当
す
る
た
め（11）、
前
掲
し
た
先
行
研
究
で
の
範
囲
で
い
え
ば
、「
通
達
院
宣
」
の
奉
者
に
は
、
蔵
人
と
弁
官
、
そ
し
て
関
東
申
次
が
い
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
院
司
と
し
て
奉
行
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
以
上
の
院
宣
研
究
は
、
い
ず
れ
も
、
現
存
す
る
院
宣
、
な
い
し
鎌
倉
幕
府
の
正
史
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
編
ま
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
所
載
院
宣
を
素
材
に
し
た
研
究
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
後
世
に
残
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
院
宣
、
す
な
わ
ち
日
記
に
見
え
る
院
宣
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
章
を
か
え
て
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
き
た
い
。
二　
書
状
と
よ
ば
れ
た
院
宣
　
以
下
、
日
記
に
文
書
と
し
て
の
院
宣
本
文
が
転
載
さ
れ
て
い
る
事
例
を
四
例
提
示
す
る
。
ま
ず
一
例
目
は
『
玉
葉
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
三
月
十
六
日
条
で
あ
る
。
　
〈
史
料
一
〉
酉
刻
許
、
左
少
弁
行
隆
、
以
書
状
送
基
輔
之
許
、
問
伊
勢
太
神
宮
司
可
被
任
哉
否
事
。（
割
注
省
略
）
其
状
云
、
伊
勢
太
神
宮
司
大
中
臣
祐
成
神
事
違
例
事
、
仗
議
并
問
注
記
、
謹
以
進
上
之
。
可
有
改
任
否
事
、
可
令
計
申
給
之
由
、
可
令
申
上
給
者
、
　
　
　
院
宣
如
此
。
行
隆
恐
惶
謹
言
。
　
　
　
　
　
三
月
十
六
日 
左
少
弁
行
隆
奉　
　
　
謹
上
伯
耆
守
殿
　
　
（
以
下
請
文
省
略
）
　
右
は
後
白
河
院
か
ら
記
主
右
大
臣
九
条
兼
実
の
も
と
へ
、
伊
勢
神
宮
神
事
異
例
に
つ
い
て
の
在
宅
諮
問
が
行
わ
れ
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る（12）。
書
留
文
言
か
ら
本
文
書
が
古
文
書
学
様
式
論
で
の
典
型
的
な
院
宣
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
。
奉
者
藤
原
行
隆
は
五
位
蔵
人
左
少
弁
。
な
お
、
治
承
四
年
前
後
で
、
彼
が
院
伝
奏
を
行
っ
た
事
例
は
な
い（13）。
伊
勢
神
宮
行
事
関
係
で
は
行
事
弁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
件
は
行
事
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
『
玉
葉
』
同
年
四
月
三
日
条
で
は
源
兼
忠
が
伊
勢
行
事
弁
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
た
め
、
行
隆
は
天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
す
る
蔵
人
と
し
て
在
宅
諮
問
の
院
宣
を
奉
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
日記に見える院宣について
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次
に
二
例
目
と
し
て
同
じ
く
『
玉
葉
』
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
七
月
十
二
日
条
を
提
示
す
る
。
　
〈
史
料
二
〉
　
　
昨
日
光
雅
書
札
云
、
　
　
　
地
震
事
外
記
勘
文
如
此
。
今
度
大
動
、
先
規
少
彙
。
旁
驚
叡
慮
者
也
。
毎
事
何
様
可
被
計
行
候
哉
。
委
可
被
注
申
候
。
　
　
　
皇
居
事
当
時
御
所
西
廊
已
顚
倒
。
四
壁
殆
無
実
。
須
遷
御
大
内
歟
。
而
日
華
門
、
弓
場
殿
同
顚
倒
云
々
。
彼
此
何
様
可
被
進
退
候
乎
。
誠
難
治
事
候
。
同
相
計
可
被
申
也
。
　
　
　
両
条
事
、
内
々
院
御
気
色
如
此
。
仍
言
上
如
件
。
光
雅
恐
惶
謹
言
。
　
　
　
　
　
七
月
十
一
日 
右
大
弁
光
雅
奉　
進
上　
大
宮
亮
殿
（
以
下
請
文
省
略
）
　
右
は
元
暦
二
年
七
月
九
日
に
発
生
し
た
大
地
震
を
う
け
て
、
後
白
河
院
か
ら
右
大
臣
兼
実
へ
対
応
策
に
つ
い
て
の
諮
問
が
な
さ
れ
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
留
文
言
か
ら
古
文
書
様
式
論
で
の
院
宣
と
わ
か
る
。
奉
者
の
藤
原
光
雅
は
こ
の
時
、
蔵
人
頭
左
大
弁
。
院
伝
奏
の
経
験
は
な
い（14）。
行
事
弁
不
設
置
案
件
で
あ
る
か
ら
、
本
件
も
天
皇
・
摂
関
・
院
に
直
属
す
る
蔵
人
と
し
て
院
宣
を
奉
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
　
三
例
目
は
後
鳥
羽
院
政
期
、『
玉
蘂
』
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
十
月
二
十
日
条
で
あ
る
。
　
〈
史
料
三
〉
藤
中
納
言
光
親
卿
、
伝
院
宣
曰
消
息
、
大
嘗
会
被
供
神
膳
間
儀
、
御
成
人
御
時
、
委
可
有
御
存
知
事
候
。
仍
可
有
行
幸
此
御
所
候
也
。
以
吉
曜
可
被
申
其
儀
事
候
歟
。
而
今
月
無
日
次
候
。
来
月
二
日
可
有
行
幸
之
由
其
沙
汰
候
也
。
但
御
禊
已
後
入
月
幸
他
所
之
条
、
聊
雖
似
有
先
規
、
且
猶
非
通
儀
候
哉
。
然
者
強
不
被
選
吉
曜
、
今
月
只
可
有
行
幸
候
哉
。
将
又
猶
雖
入
月
、
被
選
日
次
可
幸
候
哉
。
両
様
之
間
可
被
計
申
給
候
由
、
内
々
御
気
色
候
也
。
仍
言
上
如
件
。
光
親
恐
惶
頓
首
謹
白
（
言
ヵ
）。（
以
下
請
文
省
略
）
　
本
史
料
の
書
留
文
言
は
「
内
々
御
気
色
」
と
の
み
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
冒
頭
、
日
記
本
文
の
「
伝
院
宣
曰
」
か
ら
、
後
鳥
羽
院
の
仰
せ
を
う
け
て
の
も
の
と
わ
か
る
。
記
主
の
九
条
道
家
は
こ
の
時
内
大
臣
。
院
宣
奉
者
の
葉
室
光
親
は
史
料
に
も
見
え
る
よ
う
に
権
中
納
言
。
彼
は
承
久
の
乱
で
処
刑
さ
れ
る
著
名
な
後
鳥
羽
院
近
親
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
院
伝
奏
と
し
て
奉
じ
て
い
る
と
見
ら
れ
る（15）。
　
以
上
三
点
の
院
宣
は
い
ず
れ
も
在
宅
諮
問
の
院
宣
で
あ
る
。
通
常
、
在
宅
諮
問
は
担
当
奉
行
が
直
接
、
被
諮
問
者
の
邸
宅
を
訪
れ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り（16）、
こ
れ
ら
日
記
の
記
主
が
、
院
宣
全
文
を
日
記
に
転
記
し
た
意
図
は
、
案
件
の
内
268
容
を
記
録
す
る
こ
と
よ
り
も
、
書
札
礼
の
前
例
を
蓄
積
す
る
点
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（17）。
　
四
例
目
は
時
代
を
遡
行
さ
せ
て
白
河
院
政
期
、『
中
右
記
』
永
久
六
（
一
一
一
八
）
年
二
月
七
日
条
を
提
示
す
る
。
　
〈
史
料
四
〉
巳
時
許
伊
予
守
送
書
状
云
、
春
日
祭
中
宮
使
亮
顕
隆
朝
臣
参
向
之
間
、
興
福
寺
可
令
悪
事
由
風
聞
。
早
可
制
止
由
可
伝
関
白
、
院
宣
者
。
申
承
了
由
。
以
件
消
息
申
殿
下
。
則
可
制
止
由
有
御
返
事
。
持
其
返
事
参
院
。
付
宗（宗実
カ
）章経
御
覧
之
処
、
仰
云
、
件
事
不
便
思
食
也
。
中
宮
初
度
使
也
。
悪
事
出
来
者
為
本
宮
尤
不
便
。
猶
能
々
可
制
止
由
、
早
行
向
可
仰
関
白
者
。
馳
参
殿
下
。
雖
御
物
忌
依
召
参
御
出
居
。
申
云
（
上
カ
）院
宣
之
処
、
今
朝
従
顕
隆
朝
臣
許
申
送
此
旨
。
乍
驚
可
制
止
由
下
知
寺
家
了
。
又
重
有
此
仰
。
以
自
書
ノ
書
札
、
可
制
止
旨
所
仰
遣
別
当
大
僧
正
許
也
者
。
又
参
院
、
付
若
狭
守
奏
聞
。
仰
云
、
聞
食
了
。
　
右
史
料
は
こ
れ
ま
で
の
在
宅
諮
問
史
料
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
白
河
院
と
関
白
忠
実
と
の
連
絡
合
議
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（18）。
こ
の
時
、
記
主
藤
原
宗
忠
は
権
中
納
言
で
あ
っ
た
。
彼
は
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
十
二
月
に
蔵
人
を
去
り
、
参
議
に
列
し
た
以
後
も
、
堀
河
天
皇
崩
御
の
嘉
承
二
（
一
一
〇
七
）
年
ま
で
、
天
皇
の
特
定
近
習
と
し
て
天
皇
・
摂
関
・
院
の
連
絡
合
議
を
奉
行
し
て
お
り
、
天
皇
崩
御
後
も
本
史
料
の
二
年
後
、
元
永
三
（
一
一
二
〇
）
年
正
月
頃
ま
で
引
き
続
き
頻
繁
に
白
河
院
と
忠
実
と
の
連
絡
合
議
を
担
当
し
て
い
た（19）。
そ
の
職
務
の
一
貫
と
し
て
日
記
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
院
宣
自
体
は
、
伊
予
守
か
ら
記
主
宗
忠
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
、
関
白
忠
実
と
の
連
絡
調
整
を
命
じ
る
も
の
と
な
る
。
院
宣
の
奉
者
、
伊
予
守
は
藤
原
長
実（20）で
あ
り
、
彼
は
『
中
右
記
』
承
徳
二
（
一
〇
九
八
）
年
七
月
七
日
条
、
長
治
三
（
一
一
〇
六
）
年
正
月
六
日
条
等
で
、
宗
忠
の
白
河
院
へ
の
奏
事
を
伝
奏
す
る
他
、
天
永
二
（
一
一
一
一
）
年
正
月
二
十
四
日
藤
原
忠
通
任
中
納
言
慶
賀
の
際
に
は
白
河
院
へ
の
伝
奏
を
奉
行
し
、
天
永
三
（
一
一
一
二
）
年
十
月
二
十
四
日
に
は
院
御
所
議
定
の
場
に
て
、
院
の
仰
せ
を
議
定
の
側
に
伝
え
る
な
ど
（
い
ず
れ
も
『
中
右
記
』
同
日
条
）、
白
河
院
伝
奏
を
奉
行
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
院
宣
が
、
こ
れ
ま
で
の
三
例
と
は
異
な
る
点
は
、
書
留
文
言
が
「
院
宣
者
」
で
終
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
例
が
大
臣
と
し
て
諮
問
を
う
け
る
立
場
か
ら
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
件
は
逆
に
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
立
場
か
ら
の
記
録
と
い
う
相
違
点
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
権
中
納
言
と
し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
を
勤
め
る
立
場
で
は
な
い
は
ず
の
記
主
宗
忠
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
、
書
札
礼
と
し
て
の
前
例
の
蓄
積
で
は
な
く
、
内
容
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
た
め
、
定
型
的
な
書
留
文
言
は
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
、
日
記
に
転
載
さ
れ
た
院
宣
四
例
を
見
て
き
た
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
史
料
傍
線
部
で
あ
り
、
各
日
記
の
記
主
が
こ
れ
ら
四
通
の
院
宣
を
、「
書
状
」
「
書
札
」「
消
息
」
等
と
表
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
列
挙
す
る
と
〈
史
料
一
〉
は
「
書
状
」、〈
史
料
二
〉
は
「
光
雅
書
札
」、〈
史
料
三
〉
は
「
消
日記に見える院宣について
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息
」、〈
史
料
四
〉
で
は
「
書
状
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
主
体
者
は
い
ず
れ
も
事
実
上
の
仰
せ
の
主
体
者
院
で
は
な
く
、
奉
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
院
宣
を
、
奉
者
の
「
書
状
」
等
と
表
記
し
た
日
記
記
主
の
認
識
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
　
藤
原
宗
忠
が
堀
河
天
皇
特
定
近
習
と
し
て
、
天
皇
・
白
河
院
・
摂
政
忠
実
三
者
の
連
絡
合
議
を
奉
行
し
て
い
た
天
永
二
（
一
一
一
一
）
年
九
月
三
日
の
『
中
右
記
』
に
は
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
早
旦
相
具
家
栄
参
院
。
彼
日
時
事
被
尋
仰
也
。
雖
御
物
忌
参
御
前
。
十
月
二
日
与
十
二
月
二
日
之
間
勝
劣
沙
汰
也
。
為
御
使
参
殿
（
摂
政
忠
実
）
下
。
々
々
依
内
御
灯
令
参
内
給
間
也
。
於
皇
后
宮
御
方
令
申
事
由
。
御
返
事
云
、
如
此
事
最
上
吉
日
可
被
遂
候
也
。
仍
十
二
月
二
日
可
候
也
者
。
其
次
大
炊
殿
地
事
、
竪
義
事
、
令
申
給
。
又
参
院
。
召
御
前
件
三
個
条
令
奏
達
之
処
、
子
細
聞
食
了
大
炊
殿
地
可
召
前
大
納
言
之
地
者
。
。
其
次
庄
園
記
録
所
上
卿
并
弁
可
被
置
事
被
仰
。
帰
家
之
後
以
書
状
申
殿
下
了
。
屈
天
不
能
重
参
也
。
　
こ
の
日
の
朝
、
宗
忠
は
白
河
院
御
所
に
参
上
。
院
よ
り
堀
河
天
皇
御
所
遷
御
日
時
に
つ
い
て
の
仰
せ
を
う
け
、
院
使
と
し
て
摂
政
忠
実
の
元
に
出
向
い
た
。
そ
こ
で
忠
実
か
ら
の
返
答
を
承
る
と
同
時
に
、
大
炊
殿
造
作
事
・
竪
義
事
に
つ
い
て
の
忠
実
の
仰
せ
を
う
け
、
再
び
参
院
。
白
河
院
へ
の
連
絡
を
行
う
。
そ
こ
で
再
び
白
河
院
か
ら
忠
実
へ
の
連
絡
調
整
事
項
と
し
て
記
録
所
上
卿
と
弁
に
つ
い
て
の
仰
せ
を
う
け
た
も
の
の
、「
屈
天
不
能
重
参
」
故
、
直
接
忠
実
の
元
を
訪
れ
ず
、「
書
状
」
に
内
容
を
認
め
て
伝
え
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
中
に
「
書
状
」
の
文
面
は
転
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
書
面
に
は
「
院
御
気
色
候
」
或
い
は
「
院
宣
候
」
等
の
、
院
の
仰
せ
で
あ
る
旨
を
示
す
書
留
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
在
宅
諮
問
は
被
諮
問
者
の
邸
宅
を
担
当
奉
行
が
直
接
訪
れ
て
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
天
皇
・
院
・
摂
関
に
よ
る
連
絡
合
議
も
ま
た
同
じ
で
あ
る（21）。
本
史
料
の
場
合
、
宗
忠
は
自
ら
の
意
志
で
、
摂
政
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
、「
書
状
」
で
済
ま
せ
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
こ
の
文
書
を
自
ら
の
「
書
状
」
と
認
識
し
、
日
記
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。〈
史
料
一
〉
か
ら
〈
史
料
四
〉
ま
で
の
院
宣
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
本
来
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
本
人
が
相
手
の
邸
宅
に
赴
い
て
な
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
が
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
個
人
の
都
合
や
判
断
に
て
書
面
で
連
絡
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
側
で
は
、
院
か
ら
の
仰
せ
で
は
あ
っ
て
も
、
奉
者
の
「
書
状
」
と
認
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三　
日
記
に
見
る
院
宣
奉
者
　
以
上
、
日
記
上
に
「
書
状
」
や
「
消
息
」
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
古
文
書
学
様
式
論
に
基
づ
き
分
類
し
た
場
合
、
院
宣
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
再
び
、
院
宣
の
奉
者
に
論
点
を
も
ど
し
た
い
。
　
古
文
書
学
概
説
書
等
で
は
院
宣
は
院
司
が
奉
じ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
蔵
人
や
弁
官
を
は
じ
め
と
す
る
担
当
奉
行
が
奉
じ
た
院
宣
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
前
述
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
270
る
の
が
、
蔵
人
や
弁
官
な
ど
の
担
当
奉
行
と
院
司
と
の
関
係
で
あ
る
。
　
玉
井
力
氏
は
「
院
政
」
支
配
と
貴
族
官
人
層（22）」
に
お
い
て
、
院
司
と
弁
官
と
の
関
係
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
す
で
に
一
一
六
一
（
永
暦
二
）
年
の
段
階
で
、
院
は
全
弁
官
を
院
司
と
し
て
い
る
。
院
が
ほ
と
ん
ど
の
弁
官
を
院
司
に
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
後
通
例
に
な
っ
た
ら
し
い
。
院
に
よ
る
実
務
官
人
の
組
織
化
は
、
極
限
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。（
一
八
四
頁
）
　
院
政
の
展
開
に
伴
う
院
司
の
拡
大
に
よ
り（23）、
少
な
く
と
も
後
白
河
院
政
期
に
は
、
全
弁
官
が
院
司
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
事
態
は
蔵
人
に
お
い
て
も
当
然
、
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
保
延
二
（
一
一
三
六
）
年
正
月
二
十
六
日
、
鳥
羽
院
姫
宮
五
十
日
の
儀
で
の
諸
卿
の
召
し
役
に
つ
い
て
、『
長
秋
記
』
同
日
条
に
は
「
件
召
年
来
多
蔵
人
頭
召
之
。
而
今
度
可
用
院
司
者
、
蔵
人
頭
不
兼
院
司
故
也
云
々
」
と
あ
り
、
本
件
の
場
合
、
蔵
人
頭
藤
原
季
成
・
同
宗
成
と
も
に
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
措
置
と
な
っ
て
い
る（24）。
す
な
わ
ち
、
弁
官
や
蔵
人
な
ど
担
当
奉
行
を
院
司
と
し
て
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
事
運
営
・
政
務
運
営
が
円
滑
と
な
り
、
彼
ら
が
院
司
を
兼
帯
す
る
担
当
奉
行
と
し
て
院
宣
の
発
給
を
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
但
し
、
不
自
然
な
点
も
あ
る
。
連
絡
合
議
に
よ
る
国
家
意
志
決
定
方
式
は
、
既
に
白
河
院
政
当
初
か
ら
行
わ
れ（25）、
既
に
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
際
に
伝
奏
や
担
当
奉
行
等
の
「
書
状
」
と
呼
ば
れ
る
院
宣
が
発
給
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
全
弁
官
の
院
司
へ
の
組
織
化
が
後
白
河
院
政
期
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
に
見
た
『
長
秋
記
』
保
延
二
（
一
一
三
六
）
年
正
月
二
十
六
日
条
か
ら
も
、
鳥
羽
院
政
期
に
は
、
蔵
人
頭
二
名
中
、
少
な
く
と
も
一
名
が
院
司
を
兼
帯
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
と
同
時
に
、
必
ず
し
も
蔵
人
頭
が
院
司
を
兼
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
院
宣
発
給
者
を
院
司
と
限
定
し
た
場
合
、
後
白
河
院
政
期
以
前
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
や
弁
官
は
、
院
の
意
向
を
書
面
で
伝
達
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
や
弁
官
が
奉
じ
た
院
宣
が
存
在
す
る
の
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
玉
井
氏
の
次
の
指
摘
が
障
害
と
な
っ
て
く
る
。
仁
安
―
治
承
に
か
け
て
の
院
庁
下
文
に
は
、
弁
官
の
署
名
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
署
名
を
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
記
録
類
に
よ
っ
て
調
査
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
弁
官
が
院
司
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
一
九
七
頁
）
全
院
司
が
必
ず
し
も
院
庁
下
文
に
署
名
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
を
担
当
し
た
奉
行
が
、
案
件
を
担
当
し
た
段
階
で
院
司
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
院
宣
の
奉
者
と
院
司
と
を
切
り
離
す
起
点
と
な
っ
た
前
掲
富
田
論
文
に
お
い
て
も
、
担
当
奉
行
が
奉
じ
た
事
例
と
し
て
提
示
し
た
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
十
日記に見える院宣について
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一
月
十
五
日
付
光
厳
上
皇
院
宣
の
奉
者
右
少
弁
平
親
名
に
つ
い
て
「
こ
の
親
名
が
院
司
で
あ
っ
た
か
否
か
の
確
証
は
な
い（26）」
と
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
次
に
提
示
し
た
の
は
『
山
槐
記
』
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
正
月
八
日
条
で
あ
る
。
法
勝
寺
寄
検
非
違
使
、
左
大
夫
尉
遠
業
重
服
。
仍
仮
可
差
定
代
官
之
由
、
今
日
未
剋
、
右
中
弁
経
房
朝
臣
行
事
弁
奉
院
宣
、
以
消
息
仰
予
。
予
仰
道
志
重
成
差
進
右
大
夫
尉
康
綱
遠
業
之
下
臈
也
。
　
本
史
料
に
も
文
面
自
体
は
転
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
院
の
仰
せ
を
う
け
て
担
当
奉
行
が
出
し
た
「
消
息
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
古
文
書
学
様
式
論
で
の
院
宣
と
見
て
問
題
あ
る
ま
い
。
こ
の
時
、
日
記
の
記
主
藤
原
忠
親
は
権
中
納
言
・
検
非
違
使
別
当
。
内
容
は
、
法
勝
寺
寄
検
非
違
使
大
江
遠
業
の
重
服
に
と
も
な
い
、
代
官
の
指
名
を
検
非
違
使
別
当
忠
親
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
院
宣
を
奉
じ
た
吉
田
経
房
の
立
場
に
つ
い
て
「
行
事
弁
」
と
注
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
、
蔵
人
を
兼
帯
し
な
い
右
中
弁
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
忠
親
の
認
識
の
中
で
は
、
経
房
が
行
事
担
当
の
弁
官
と
し
て
院
宣
を
奉
じ
た
と
見
な
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
但
し
、
同
時
期
の
治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
六
月
十
二
日
後
白
河
院
庁
下
文
案
（『
平
安
遺
文
』
三
八
三
三
号
文
書
）
や
同
年
同
月
二
十
日
後
白
河
院
庁
下
文
案
（『
同
』
三
八
三
六
号
文
書
）
な
ど
で
、
経
房
は
「
右
中
弁
兼
内
蔵
頭
藤
原
朝
臣
」
と
し
て
署
名
し
て
い
る
院
司
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
司
を
兼
帯
し
て
い
な
い
蔵
人
・
弁
官
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
　
そ
こ
で
さ
ら
に
『
玉
葉
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
七
月
二
十
五
日
条
を
提
示
す
る
。
自
院
被
仰
下
云
季
時
法
師
奉
行
。
御
教
書
書
遣
基
輔
之
許
、
敦
助
子
男
助
廉
、
所
望
大
将
。
折
節
可
然
者
、
可
召
覧
歟
云
々
。
此
事
、
兼
重
夭
亡
之
時
、
付
兼
雅
卿
可
被
申
入
之
由
示
了
。
件
助
廉
、
天
下
第
一
之
悪
男
也
。
　
本
史
料
で
は
「
御
教
書
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
面
は
な
く
と
も
誤
り
な
く
古
文
書
学
上
の
院
宣
で
あ
る
。
本
史
料
に
先
立
つ
七
月
二
十
日
、
『
玉
葉
』
記
主
九
条
兼
実
子
息
良
通
の
随
身
秦
兼
重
が
殺
害
さ
れ
た
（『
玉
葉
』
同
日
条
）。
良
通
は
こ
の
時
、
権
中
納
言
右
近
衛
大
将
。
史
料
中
の
「
大
将
」
に
あ
た
る
。
そ
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
、
後
白
河
院
か
ら
、
良
通
父
兼
実
の
も
と
に
、
助
廉
を
推
薦
し
て
き
た
も
の
と
な
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
直
接
の
充
所
を
兼
実
家
司
藤
原
基
輔
と
す
る
こ
の
「
御
教
書
」
を
奉
じ
た
人
物
が
「
季
時
法
師
」
と
い
う
入
道
者
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
季
時
と
は
何
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
山
槐
記
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
四
月
十
五
日
条
の
賀
茂
祭
使
行
列
中
に
蔵
人
所
雑
色
の
一
名
と
し
て
源
行
時
の
名
が
見
え
て
お
り
、「
生
年
八
才
。
（
中
略
）
祖
父
入
道
木
工
権
頭
季
時
出
立
之
。
生
年
七
十
二
云
々
」
と
あ
る
。
前
掲
し
た
『
玉
葉
』
の
二
年
前
で
あ
る
か
ら
「
季
時
法
師
」（『
玉
葉
』）
と
「
入
道
木
工
権
頭
季
時
」（『
山
槐
記
』）
は
同
一
人
物
と
見
て
誤
り
な
い
。
さ
ら
に
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そ
の
三
日
前
、『
山
槐
記
』
十
二
日
条
に
は
「
源
行
時
木
工
権
頭
時
盛
二
男
。
生
年
八
才
云
々
」
と
も
見
え
、
祖
父
季
時
、
父
時
盛
、
行
時
の
三
世
代
の
並
び
を
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、『
尊
卑
分
脈
』
を
見
る
と
、
醍
醐
源
氏
の
一
流
に
「
季
時
―
時
盛
―
時
房
本
行
時
」
と
の
並
び
が
あ
り
確
認
が
と
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
兵
範
記
』
久
寿
二
（
一
一
五
五
）
年
九
月
二
十
三
日
条
に
は
「
源
時
盛
散
位
季
時
男
」
と
見
え
、
季
時
―
時
盛
の
父
子
関
係
か
ら
同
一
人
物
と
確
認
で
き
、
久
寿
二
年
九
月
の
段
階
で
季
時
が
散
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
前
年
、『
兵
範
記
』
仁
平
四
（
一
一
五
四
）
年
正
月
三
十
日
条
に
は
左
大
臣
藤
原
頼
長
嫡
男
兼
長
が
春
日
祭
上
卿
を
勤
め
る
た
め
南
都
に
向
か
う
行
列
中
、
諸
大
夫
の
散
位
中
に
「
季
時
院
北
面
」
が
登
場
し
て
く
る
。
同
じ
散
位
で
あ
り
、
名
前
も
同
じ
で
あ
る
上
、
時
期
も
一
年
し
か
離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
と
見
て
問
題
な
か
ろ
う
。
同
日
の
記
事
で
は
崇
徳
院
北
面
に
つ
い
て
は
「
新
院
北
面
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
院
北
面
」
は
鳥
羽
院
の
北
面
と
判
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
源
季
時
は
、
元
々
、
鳥
羽
院
に
北
面
と
し
て
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
　
彼
は
鳥
羽
院
崩
御
後
は
後
白
河
院
に
仕
え
て
お
り
、『
玉
葉
』
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
八
月
二
十
七
日
条
で
は
「
此
日
秉
燭
之
程
、
参
院
。（
中
略
）
尋
近
習
之
輩
、
皆
以
退
出
云
々
。
仍
以
侍
従
家
俊
入
見
参
以
季
時
法
師
申
入
云
々
。
帰
来
告
召
之
由
。
仍
参
御
前
（
後
略
）」
と
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
記
主
兼
実
が
参
院
。
院
伝
奏
を
尋
ね
た
が
、
全
員
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
兼
実
は
侍
従
源
家
俊
に
後
白
河
院
へ
の
伝
奏
を
依
頼
。
家
俊
は
季
時
に
こ
の
旨
を
伝
達
。
季
時
が
院
伝
奏
を
臨
時
に
奉
行
し
、
召
す
よ
う
と
の
仰
せ
を
承
っ
て
家
俊
へ
伝
え
、
家
俊
か
ら
兼
実
に
伝
達
さ
れ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
院
伝
奏
不
在
の
た
め
に
臨
時
の
伝
奏
を
奉
行
し
た
人
物
は
家
俊
で
は
な
く
、
季
時
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う（27）。
　
ま
た
、『
吉
記
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
六
月
十
七
日
条
で
は
「
午
上
参
院
。
伝
奏
人
不
候
。
仍
以
季
時
入
道
入
見
参
。
少
々
事
等
可
奏
之
由
有
仰
。
仍
奏
鴨
社
解
状
（
割
注
省
略
）」
と
、
こ
こ
で
も
季
時
は
、
蔵
人
頭
と
し
て
の
経
房
の
奏
事
を
、
院
伝
奏
不
在
の
故
に
、
後
白
河
院
に
伝
奏
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る（28）。
彼
は
院
辺
に
伺
候
し
て
い
た
が
故
に
、
伝
奏
不
在
の
際
に
は
、
臨
時
に
そ
の
役
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
　
『
玉
葉
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
七
月
二
十
五
日
条
の
場
合
、
伝
奏
が
院
辺
に
不
在
で
あ
っ
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
と
し
て
、
季
時
は
後
白
河
院
の
仰
せ
を
受
け
て
「
御
教
書
」
を
兼
実
に
発
給
し
て
お
り
、
彼
の
こ
と
を
同
日
条
の
『
玉
葉
』
で
は
「
季
時
法
師
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
入
道
者
が
院
司
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
明
ら
か
に
院
司
で
は
な
い
人
物
が
奉
じ
た
院
宣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
も
う
一
例
、『
吉
記
』
承
安
四
（
一
一
七
四
）
年
九
月
六
日
条
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
熊
野
詣
仮
事
聞
食
了
之
由
有
院
宣
証
蓮
奉
。
当
時
、
記
主
吉
田
経
房
は
、
蔵
人
を
兼
任
し
な
い
権
右
中
弁
。
た
だ
し
、
彼
の
場
合
、
当
該
期
は
院
司
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
院
近
習
と
し
て
、
院
領
庄
園
関
係
他
の
院
中
家
政
問
題
に
限
定
し
た
奏
事
を
奉
行
し
て
い
た
た
め（29）、
熊
野
参
詣
の
た
め
都
を
離
れ
る
に
は
、
後
白
河
院
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
史
料
の
日記に見える院宣について
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場
合
、「
院
宣
」
す
な
わ
ち
「
院
の
仰
せ
」
は
、
口
頭
伝
達
で
な
さ
れ
た
の
か
、
書
面
で
な
さ
れ
た
の
か
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
般
に
口
頭
伝
達
の
場
合
は
「
○
○
来
、
伝
院
宣
云
」
な
ど
の
表
記
が
取
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
証
蓮
奉
」
の
表
記
は
、
証
蓮
が
奉
じ
た
古
文
書
学
様
式
論
で
の
院
宣
を
指
す
と
見
て
問
題
な
か
ろ
う
。
経
房
の
熊
野
参
詣
は
定
宗
を
先
達
と
し
て
同
月
二
十
一
日
に
出
発
し
た
（『
吉
記
』
同
日
条
）。
そ
の
準
備
と
し
て
、
九
月
十
四
日
に
は
定
宗
に
馬
一
疋
を
贈
り
、
ま
た
翌
十
五
日
に
は
「
本
宮
師
」
た
る
熊
野
権
別
当
湛
増
に
も
馬
・
甲
冑
を
贈
る
な
ど
（
い
ず
れ
も
『
吉
記
』
同
日
条
）
が
な
さ
れ
る
が
、
証
蓮
の
関
与
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
他
方
、
院
辺
に
伺
候
す
る
人
物
と
し
て
も
証
蓮
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ず
、
い
か
な
る
理
由
で
、
こ
の
院
宣
を
証
蓮
が
奉
じ
た
の
か
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い（30）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
史
料
も
、
院
司
で
は
な
い
出
家
者
が
奉
じ
た
院
宣
の
一
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
た
と
え
院
司
で
は
な
く
と
も
院
か
ら
の
仰
せ
を
う
け
て
院
宣
を
発
給
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
白
河
院
政
当
初
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
た
天
皇
・
摂
関
・
院
と
の
連
絡
合
議
で
、
必
ず
し
も
蔵
人
・
弁
官
が
院
司
を
兼
帯
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
合
理
的
な
説
明
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
白
根
靖
大
氏
は
「
院
宣
の
基
礎
的
考
察（31）」
に
て
「
少
な
く
と
も
現
存
の
史
料
か
ら
は
、
鳥
羽
院
政
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
指
示
院
宣
が
使
わ
れ
だ
し
た
と
考
え
ら
れ
、
院
政
の
展
開
あ
る
い
は
院
権
力
の
拡
大
と
と
も
に
こ
う
し
た
伝
達
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
現
存
す
る
文
書
の
分
析
を
通
し
て
導
き
出
さ
れ
た
氏
の
所
論
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
公
験
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
た
文
書
と
は
異
な
り
、
一
回
性
の
高
い
連
絡
に
使
用
さ
れ
た
文
書
は
、
意
志
伝
達
が
果
た
さ
れ
た
時
点
で
、
文
書
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
う
。
機
能
を
失
っ
た
文
書
が
数
百
年
の
時
を
経
て
、
現
存
す
る
蓋
然
性
は
限
り
な
く
低
い
。
そ
の
よ
う
な
文
書
が
日
記
の
中
に
は
、
多
く
の
場
合
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
天
皇
・
摂
関
・
院
の
連
絡
合
議
も
在
宅
諮
問
も
、
本
稿
中
で
度
々
触
れ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
担
当
奉
行
が
相
手
の
邸
宅
を
訪
れ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
々
発
生
す
る
多
種
多
様
な
案
件
の
連
絡
全
て
を
口
頭
の
み
で
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
は
書
面
に
て
な
さ
れ
る
場
合
も
ま
た
普
通
に
存
在
し
、
実
際
に
日
記
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
多
く
は
奉
者
の
「
書
状
」「
消
息
」
な
ど
と
日
記
に
記
さ
れ
る
も
の
の
、
古
文
書
学
の
様
式
論
に
基
づ
き
分
類
す
れ
ば
、
院
か
ら
の
仰
せ
で
あ
る
場
合
は
、
院
宣
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
院
宣
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
院
か
ら
の
指
示
や
諮
問
の
院
宣
は
白
河
院
政
当
初
か
ら
広
汎
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
か
か
る
院
宣
を
奉
じ
る
者
が
院
司
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
院
に
よ
る
国
政
運
営
は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
と
い
っ
て
良
い
。
天
皇
経
験
者
た
る
上
皇
・
法
皇
は
主
君
で
あ
り
、
主
君
の
意
を
う
け
て
臣
下
が
書
札
様
文
書
を
認
め
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
生
ず
ま
い
。
院
の
仰
せ
を
う
け
て
、
院
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宣
を
書
す
る
人
物
に
資
格
は
本
来
な
く
、
誰
で
あ
っ
て
も
問
題
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
院
司
の
中
で
も
院
伝
奏
を
奉
行
す
る
近
習
、
同
じ
く
院
司
の
中
で
院
領
庄
園
関
係
雑
事
等
の
院
中
奏
事
を
担
当
す
る
奉
行
、
国
政
一
般
の
担
当
奉
行
た
る
蔵
人
、
行
事
担
当
の
弁
官
が
奉
じ
た
院
宣
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
ら
の
院
宣
の
中
、
意
志
伝
達
後
も
、
公
験
と
し
て
機
能
を
し
続
け
て
き
た
院
宣
が
多
く
現
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
注（１
）　
上
杉
和
彦
「
延
慶
本
平
家
物
語
所
収
文
書
を
め
ぐ
っ
て
―
―
宣
旨
を
中
心
に
―
―
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
三
一
号
、
一
九
九
五
年
）。
（
２
）　
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
）。
（
３
）　
二
〇
〇
三
年
に
は
さ
ら
に
新
装
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）　
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）。
（
５
）　
鈴
木
茂
男
「
院
宣
」（『
国
史
大
辞
典
』
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。
（
６
）　
富
田
正
弘
「
公
家
政
治
文
書
の
発
給
過
程
と
系
譜
」（『
中
世
公
家
政
治
文
書
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。
院
宣
の
奉
者
を
め
ぐ
る
氏
の
見
解
は
、
既
に
「
中
世
公
家
政
治
文
書
の
再
検
討
②
「
御
教
書
」
―
―
院
宣
・
綸
旨
な
ど
」（『
歴
史
公
論
』
四
―
一
一
、
一
九
七
八
年
）
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）　
但
し
富
田
氏
は
、
後
嵯
峨
院
政
よ
り
前
の
初
期
院
政
に
つ
い
て
は
、
久
安
二
（
一
一
四
六
）
年
十
一
月
十
三
日
付
鳥
羽
上
皇
院
宣
を
例
示
し
た
上
で
「
こ
の
時
期
の
院
宣
の
奉
者
は
多
く
の
場
合
院
司
で
あ
り
、
院
政
自
体
ま
だ
院
務
と
政
務
が
未
分
化
で
あ
っ
た
」（
前
掲
注
（
６
）
論
文
、
一
六
九
頁
）
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
８
）　
美
川
圭
「
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開
」（『
院
政
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
。
初
出
は
一
九
八
四
年
）。
（
９
）　
井
原
今
朝
男
「
中
世
の
国
政
と
家
政
―
―
中
世
公
家
官
制
史
の
諸
問
題
―
―
」
（『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
九
二
年
）。
（
10
）　
白
根
靖
大
「
院
宣
の
基
礎
的
考
察
」
五
三
頁
（『
中
世
の
王
朝
社
会
と
院
政
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）。
（
11
）　
拙
稿
「
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
国
家
意
志
決
定
の
周
辺
」（『
後
白
河
院
政
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
九
六
年
）。
（
12
）　
こ
の
在
宅
諮
問
は
、
兼
実
以
外
の
人
物
に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
所
収
「
後
白
河
院
政
期
在
宅
諮
問
一
覧
」
に
収
録
し
て
い
な
い
。
当
該
表
に
は
被
諮
問
者
二
名
以
上
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
か
な
も
の
の
み
収
録
し
て
い
る
。
詳
細
は
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
、
注
（
18
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
大
中
臣
祐
成
が
大
宮
司
に
就
任
し
た
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
三
月
九
日
（『
玉
葉
』）
以
後
生
じ
た
神
事
異
例
と
し
て
、
大
神
宮
心
柱
巻
布
が
解
落
し
た
事
件
が
公
家
政
権
に
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
玉
葉
』
治
承
三
年
七
月
九
日
条
）。
こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
『
玉
葉
』
同
年
八
月
十
五
日
条
に
は
、
翌
日
陣
定
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
記
主
兼
実
へ
の
参
仕
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
が
、
兼
実
は
所
労
不
参
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
実
際
に
十
六
日
に
陣
定
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
陣
定
は
拙
稿
「
公
卿
議
定
制
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
所
収
「
後
白
河
親
・
院
政
期
公
卿
議
定
一
覧
」
に
収
録
し
て
い
な
い
。
（
13
）　
行
隆
は
永
暦
元
（
一
一
六
〇
）
年
頃
、
頻
繁
に
後
白
河
院
伝
奏
を
奉
行
し
て
い
た
様
子
を
『
山
槐
記
』
よ
り
確
認
で
き
る
が
、
翌
年
以
後
、
彼
が
伝
奏
を
奉
行
し
た
事
例
日記に見える院宣について
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を
一
例
も
確
認
で
き
な
い
。
詳
細
は
拙
稿
「
後
白
河
院
政
期
に
お
け
る
奏
事
の
一
側
面
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
所
収
「
後
白
河
院
政
期
院
伝
奏
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
14
）　
前
掲
注
（
13
）
拙
稿
所
収
「
後
白
河
院
政
期
院
伝
奏
一
覧
」
参
照
。
（
15
）　
葉
室
光
親
に
つ
い
て
は
本
郷
和
人
「
廷
臣
小
伝
」（『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）、
白
根
「
院
司
の
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
注
（
10
）
著
書
所
収
）
な
ど
を
参
照
。
（
16
）　
在
宅
諮
問
に
つ
い
て
は
、
美
川
「
院
政
を
め
ぐ
る
公
卿
議
定
制
の
展
開
―
―
在
宅
諮
問
・
議
奏
公
卿
・
院
評
定
制
―
―
」（
前
掲
注
（
８
）
著
書
所
収
）、
及
び
拙
稿
「
公
卿
議
定
制
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
を
参
照
。
（
17
）　
例
え
ば
、〈
史
料
一
〉「
伊
勢
太
神
宮
司
可
被
任
哉
否
事
」
の
場
合
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
中
臣
祐
成
を
改
任
し
た
の
か
否
か
は
『
玉
葉
』
に
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
神
事
違
例
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
神
事
異
例
問
題
自
体
に
つ
い
て
の
日
記
記
主
の
関
心
の
低
さ
が
う
か
が
よ
う
。
対
し
て
『
玉
葉
』
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
二
月
一
日
条
に
記
さ
れ
る
伊
勢
大
宮
司
公
俊
重
喪
に
伴
う
改
任
に
つ
い
て
の
在
宅
諮
問
の
場
合
、「
蔵
人
大
進
基
親
、
送
書
於
季
長
」
と
、
形
式
上
の
充
所
が
兼
実
家
司
源
季
長
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
諮
問
に
対
す
る
請
文
に
つ
い
て
も
「
以
季
長
朝
臣
令
書
之
。
但
余
等
（
マ
マ
）消
息
之
體
也
」
と
、
事
実
上
奉
書
で
は
あ
っ
て
も
自
書
の
体
を
取
っ
た
こ
と
の
注
記
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
書
札
礼
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
以
上
か
ら
、
日
記
記
主
が
院
宣
全
文
を
日
記
に
転
載
し
た
意
図
は
、
本
来
邸
宅
に
出
向
い
て
行
う
べ
き
大
臣
へ
の
諮
問
を
、
略
儀
の
書
面
で
行
っ
た
場
合
、
い
か
な
る
礼
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
の
先
例
の
蓄
積
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
掲
載
史
料
で
は
省
略
し
た
が
、〈
史
料
一
〉
～
〈
史
料
三
〉
全
て
、
そ
の
直
後
に
は
請
文
も
全
文
が
日
記
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
日
記
記
主
が
、
諮
問
の
院
宣
と
請
文
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
扱
い
、
書
札
礼
の
先
例
蓄
積
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
（
18
）　
院
政
期
に
お
け
る
国
家
意
志
決
定
方
式
で
あ
る
、
天
皇
・
摂
関
・
院
に
よ
る
連
絡
合
議
に
つ
い
て
は
、
井
原
「
中
世
の
天
皇
・
摂
関
・
院
」（
前
掲
注
（
９
）
著
書
所
収
）、
及
び
前
掲
注
（
11
）
拙
稿
、
拙
稿
「
国
家
意
志
決
定
連
絡
合
議
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
な
ど
を
参
照
。
（
19
）　
拙
稿
「
奏
事
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
著
書
所
収
）
一
一
四
頁
参
照
。
（
20
）　
宮
崎
康
充
編
『
国
司
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
）。
（
21
）　
前
掲
注
（
18
）。
（
22
）　
玉
井
力
「
院
政
」
支
配
と
貴
族
官
人
層
」（『
日
本
の
社
会
史
三　
権
威
と
支
配
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）。
（
23
）　
高
橋
昌
明
『
増
補
改
訂　
清
盛
以
前
―
―
伊
勢
平
氏
の
興
隆
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ら
び
に
白
根
、
前
掲
注
（
15
）
論
文
参
照
。
（
24
）　
白
根
、
前
掲
注
（
15
）
論
文
、
一
七
頁
参
照
。
（
25
）　
拙
稿
「
国
家
意
志
決
定
連
絡
合
議
に
見
る
後
白
河
院
政
」（
前
掲
注
（
11
）
拙
著
所
収
）
参
照
。
（
26
）　
富
田
、
前
掲
注
（
６
）
論
文
、
一
七
〇
頁
。
（
27
）　
前
掲
注
（
14
）
表
参
照
。
（
28
）　
前
掲
注
（
14
）
表
参
照
。
（
29
）　
前
掲
注
（
13
）
拙
稿
。
（
30
）　
但
し
、
同
一
案
件
を
高
倉
天
皇
に
奏
上
し
た
際
に
は
「
参
内
。（
中
略
）
予
以
蔵
276
人
長
俊
、
熊
野
詣
仮
事
申
女
房
。
若
州
答
可
奏
達
之
由
。
次
退
出
」（『
吉
記
』
承
安
四
（
一
一
七
四
）
年
九
月
九
日
条
）
と
、
直
接
参
内
し
た
上
で
、
若
狭
局
に
伝
奏
を
依
頼
し
て
い
る
。
連
日
、
院
中
奏
事
の
た
め
院
御
所
を
訪
れ
て
い
る
経
房
が
、
後
白
河
院
へ
の
伝
奏
を
、
自
身
の
熊
野
詣
に
関
係
す
る
僧
侶
に
わ
ざ
わ
ざ
依
頼
し
、
院
か
ら
の
許
可
が
同
じ
経
路
を
辿
っ
て
経
房
に
も
ど
っ
て
く
る
蓋
然
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
、
証
蓮
は
院
辺
に
伺
候
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
院
宣
を
奉
じ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
（
31
）　
白
根
、
前
掲
注
（
10
）
論
文
、
五
六
頁
。
